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カタツムリの

たまご

卵はどうやって
そだ

育てるの 

●
み

見つけた
ところ

所の
つち

土をもってくる 

 カタツムリが
たまご

卵を
う

産むのは、
はる

春から
なつ

夏にかけてと、
あき

秋です。
あき

秋に
う

産んだ
たまご

卵は、
つぎ

次の
とし

年の
はる

春までかえりません。
かんさつ

観察したいなら、
はる

春から
なつ

夏にかけて、
たまご

卵を
さが

探してみましょう。 

 じめじめしたやわらかい
つち

土や
お

落ち
ば

葉の
した

下を、
かる

軽くほりかえしてみると、
しろ

白くてまん
まる

丸な、

３ミリくらいの
おお

大きさのカタツムリの
たまご

卵が、
すうじゅっこ

数十個かたまって
み

見つかります。 

 
み

見つかった
ば し ょ

場所の
つち

土ごと、
たまご

卵を
と

取ってきて、
すい

水そうなどに
い

入れ、
ひ

日のあたらない、
かぜとお

風通し

のよい、すずしい
ば し ょ

場所に
お

置きます。できるだけ
み

見つけたときと
おな

同じように、
たまご

卵の
うえ

上に
つち

土を

うすくかぶせ、
かんそう

乾燥しないように、きりふきで
みず

水をときどきかけてやります。 

●
たまご

卵の
いろ

色が
か

変わってきたら、
まいにちかんさつ

毎日観察しよう 

 
しろ

白かった
たまご

卵の
いろ

色が、
き い ろ

黄色っぽくなってきます。
たまご

卵の
なか

中で、カタツムリの
あか

赤ちゃんの
から

殻が

でき、
くろ

黒っぽい
あたま

頭の
ぶ ぶ ん

部分が、すけて
み

見えるようになり、
なか

中で
うご

動き
まわ

回っているのがわかりま

す。
さんらん

産卵
ご

後２０～３０
にち

日くらいで、カタツムリの
あか

赤ちゃんが、
たまご

卵の
から

殻を
やぶ

破って
で

出てきま
 

す。

 １ぴきが
から

殻を
やぶ

破って
で

出てくると、
つぎつぎ

次々と、ほかの
たまご

卵も
わ

割れ、カタツムリの
あか

赤ちゃんがい

っせいに、
たまご

卵から
で

出てきはじめます。 

●
か

飼うときは、せっせとそうじしよう 

 えさは、やわらかいキャベツや、コマツナなどの
は

葉などを
まいにち

毎日１
かい

回あたえ、
た

食べ
のこ

残しは、

その
ひ

日のうちに、かたづけます。
か

飼っている
すい

水そうなどは、できるだけ
まいにち

毎日
あら

洗って、
にっこう

日光に

あてたり、
ねっとう

熱湯をかけたりして、
しょうどく

消毒しましょう。そうしないと、カタツムリが
びょうき

病気にな

って
し

死んでしまうことがあります。（監修・中山 周平） 

 


